
くぼた
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎ 0 6 - 6 4 7 7 ‐ 5 8 5 8

医 師 名 　 窪 田 　 好 史 　 先 生

日 本 呼 吸 器 学 会 専 門 医

日 本 内 科 学 会 認 定 総 合 内 科 専 門 医

【 ホ ー ム ペ ー ジ 】

https://www.kubota-cli.com/

【 診 療 科 目 】 内 科 、 呼 吸 器 科 、

循 環 器 科

西 淀 川 区 佃 3 ‐ 2 ‐ 2 9

診療時間

9 : 0 0 ~
1 2 : 3 0

1 6 : 3 0 ~
1 9 : 0 0

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ●

● ● ● ●

●

田井内科
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎ 0 6 - 6 1 9 5 - 1 6 3 6

医 師 名 　 田 井 　 茂 　 先 生

日 本 内 科 学 会 認 定 総 合 内 科 専 門 医

日 本 消 化 器 病 学 会 専 門 医

日 本 糖 尿 病 学 会 専 門 医

【 ホ ー ム ペ ー ジ 】

https://taiclinic.business.site/

【 診 療 科 目 】 内 科 、 糖 尿 病 内 科 、

循 環 器 内 科 、 消 化 器 内 科

西 淀 川 区 佃 3 ‐ 1 9 ‐ 1 1

診療時間

9 : 0 0 ~
1 2 : 3 0

1 6 : 0 0 ~
1 9 : 0 0

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ●

● ● ● ●

●

たつみ
整
形
外
科

☎ ０ ６ - 6 4 7 7 - 2 8 1 1

医 師 名 　 辰 巳 　 一 郎 　 先 生

日 本 整 形 外 科 学 会 専 門 医

https://nishiyodo-med.or.jp/medic

al_institution/tatsumiseikei/

【 診 療 科 目 】 整 形 外 科 、 外 科 、

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科

西 淀 川 区 佃 3 ‐ 1 9 ‐ 9 9

診 療 時 間

9 : 0 0 ~
1 2 : 3 0

1 6 : 3 0 ~
1 9 : 0 0

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ●

● ● ● ●

●

【 ホ ー ム ペ ー ジ 】

https://nishiyodo-med.or.jp/medic

al_institution/tatsumiseikei/

じくはら
医
院

☎ ０ ６ - 6 4 7 2 - 4 4 0 7

医 師 名 　 竺 原 　 俊 光 　 先 生

日 本 循 環 器 学 会 専 門 医

【 ホ ー ム ペ ー ジ 】

http://fdoc.jp/clinic/detail/index/

id/150570/

【 診 療 科 目 】 内 科 、 循 環 器 科 、

消 化 器 科 、 小 児 科

西 淀 川 区 佃 3 ‐ 7 ‐ 3 2

診療 時 間

9 : 0 0 ~
1 2 : 3 0

1 6 : 3 0 ~
1 9 : 0 0

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ●

● ● ● ●

●

※ 初 診 受 付 及 び 予 防 接 種 は 、 診 療 終 了

1 5 分 前 ま で に な り ま す 。

千船病院連携医療機関

手・指・肘に関する不調は
    手の外科へ

C H I B U N E X T 創 刊 号  2 0 2 3 . 1

社 会 医 療 法 人 愛 仁 会  千 船 病 院
大 阪 市 西 淀 川 区 福 町 3 丁 目 2 - 3 9

T E L  0 6 - 6 4 7 1 - 9 5 4 1

　

２

０

２

２

年

４

月

か

ら

整

形

外

科

医
長
に
着
任
し
ま
し
た
。

大
学
院
生
時

代

の
２
０
１
４
年

に
１
年

間

在

籍

さ
せ

て
頂

き

ま
し
た
の
で
、

７
年

ぶ

り
の
復

帰
と
な
り
ま
す
。

当
時
と
は
病
院
も
体

制

も

異

な

り

ま

す

が
、

心

機

一

転

頑

張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
の
７
年

の
間

に

神

戸

大

学

病

院

や

神

戸

労

災

病

院

と

い

っ
た

基

幹

病

院

で
、

「
手

外

科
」
と

い

う

領

域

の

研

鑽

を
積
ん
で
参
り
ま
し
た
。

手
関
節
と
手

指
、

肘
関
節
に
つ
い
て
よ
り
専
門
的
な

治
療
を
行
い
ま
す
。

難
治
性
外
上
顆
炎

な
ど
、

症

例

に
よ
っ
て
は
関

節

鏡

を
用

い
た
低
侵
襲
手
術
が
可
能
で
す
。

手
術

治
療
の
み
で
は
な
く
、

保
存
治
療
や
生

活

習

慣

に

つ
い
て
も

ア
ド
バ
イ
ス
い
た

し
ま
す
。

外

傷

に
つ
い
て
は
で
き

る
だ

け

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽

く
対

応

さ

せ
て
頂

き
ま
す
の
で
、

悩

ま
れ
る
症

例

が
あ
り

ま
し
た
ら
、

曜

日

を
問

わ
ず
ひ
と
ま
ず

ご
連
絡
を
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

②
に

つ
い

て

は

「
手

外

科

専

門

医

資

格
認
定
施
設
」
を
目
指
し
ま
す
が
、
ハ
ー

ド
ル
は
高

く
、

一

朝

一

夕

に
は
い
き
ま

せ
ん
。

そ
れ
で
も
、

手
外
科
外
来
の
開

設
、

手
術
器
具
の
充
実
、

日
帰
り
手
術

の
流

れ

の
見

直

し
な

ど
、

ス
タ
ッ
フ
に

ご
助

力

頂

き
な
が
ら
で
き
る
こ
と
か
ら

着
手
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、

手

外

科

治

療

に
は

作

業

療

法

士
さ
ん
の
協
力
が
必
須
で
す
。

医
師
の

治
療
、

手
術
は
あ
く
ま
で
下
地
作
り
で

あ
っ
て
、

治

療

の
主

役

は
患

者

様

と
リ

ハ
ビ

リ

ス
タ
ッ
フ
で
す
。

毎

週

の
カ

ン

フ
ァ
レ
ン
ス
終

了

後

に

メ
ン
バ
ー
で
集

ま
っ
て
、

リ
ハ
ビ
リ
方

針

を

相

談

し
た

り
、

新

し
い
治

療

法

の
勉

強

会

を
し
た

り
と
、

作

業

療

法

士

ス
タ
ッ
フ
の
レ
ベ

ル

ア
ッ
プ

を

計

っ
て

い

ま

す
。

ま

た
、

先
日
は
御
高
名
な
装
具
士
さ
ん
を
招
い

て
ス
プ
リ
ン
ト
作
成
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を

行

っ
て
頂

き

ま
し
た
。

こ
れ

か

ら

も

「
ハ
ン
ド

セ

ラ

ピ

ス
ト
」
と

し

て

作

業

療

法

士

の
メ
ン
バ

ー

が

活

躍

し
、

患
者
様
の
治
療
の
一
助
に
な
る
よ
う
協

力
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

当
面
の
目
標
と
し
て
、

①
「
手

外

科
」
に

つ
い

て

よ

り

広

く

認

知
し
て
い
た
だ
く
。

②
手
外
科
専
門
医
を
志
す
若
い
先
生
の

指
導
が
で
き
る
施
設
に
な
る
。

を
の
２
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の

投

稿

や
、

慣

れ

な

い

Y
o

u
 
t

u
b

e

撮

影

な

ど

を

行

っ
て

お

り

ま

す

の

で
、

一
度
ご
覧
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 原 田 　 義 文

日本手外科学会認定

手 外 科 専 門 医

原 田 　 義 文

日本手外科学会認定

手 外 科 専 門 医

ご
あ
い
さ
つ

当
面
の
目
標



コロナ第７波の状況、

コロナ後遺症、

今冬のインフルエンザ

流行予測
　

今
年
の
初
め
か
ら
の
第
６
、

７
波
で

感

染

者

の

実

に

全

体

の

９

１
％
、

死

者

の

５

６

％

を

占

め

る

ほ

ど

の

大

流

行

に

な

り

ま

し

た
。

今

年

７
月

初

め

か
ら
の
第
７
波
の
み
に
限
れ
ば
、

２
か

月
少
々
で
感
染
者
は
全
体
の
５
３
％
、

死
者
は
２
６
％
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
別
で
は
、

東
京
は
３
０
０
万
人

が

感

染

し

死

者

５

６

０

０

人
、

大

阪

は
２
０
０
万
人
が
感
染
し
６
３
０
０
人

死

亡

し

て

い

ま

す
。

第

７

波

で

は
、

東
京

・
大
阪
と
も
に
全
体
の
５
０
％
前

後
が
感
染
し
死
者
は
全
体
の
１
７
〜
１

８
％
の
１
０
０
０
人
超
で
し
た
。

確
か

に
従
来
の
流
行
に
比
べ
て
感
染
者
数
に

比
べ
れ
ば
死
者
数
が
大
幅
に
少
な
い
の

が

特

徴

で
し

た

が
、

大

阪

の

死

者

数

は
人
口
１
０
万
人
当
た
り
全
国
平
均
の

２
倍
以
上
と
多
く
断
ト
ツ
１
位
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
①
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が

４
７
都
道
府
県
の
中
で
も
沖
縄
に
次
い

で
２
番
目
に
低
い　

②
７
５
歳
以
上
の

人

口

が

東

京

に

比

べ

２

５

％

近

く

多

い
、
③
３
世
代
同
居
率
が
東
京
よ
り
４

０
％
近
く
多
い　

④
世
帯
収
入
が
東
京

よ
り
２
０
％
も
低
い　

な
ど
が
原
因
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

l
o

n
g

 
c

o
v

i
d

と
言
わ
れ
る
後
遺
症

を
抱
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

集

中

力

の

低

下
、

記

憶

障

害
、

思

考

力

低

下
、

う

つ
症

状
、

睡

眠

障

害

な

ど

の
症

状

以

外

に
、

高

度

な

倦

怠

感

や

息

切

れ
、

筋

力

低

下
、

味

覚

障

害

な
ど
の
症
状
で
多
く
の
方
の
社
会
復
帰

が

妨

げ

ら

れ

て

い
ま

す
。

治

療

法

は

幾
つ
か
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
今
後
の
大
き
な
課

題
で
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
第

７
波

は
日

本

で
は
ピ
ー
ク

ア
ウ
ト
し
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
が
、

こ
の
冬
は
過
去
３
年
間
流
行
の
な
か
っ

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
と
、

第
８

波
が
重
な
り
ツ
イ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
る

の
で
は
と
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

実

　

コ
ロ
ナ
の
流

行

が

始

ま
っ
て
２
年

９

カ

月

が

経

過

し

ま

し

た
。

こ

の

間
、

世

界

で

は

６
億

人

以

上

の

感

染

者

と

６
５
０
万
人
の
死
者

(
但
し
公
式
発
表

で
す
の
で
、

実
際
の
感
染
者
は
１
０
億

人

以

上
、

死

者

は

２

０

０

０

万

人

以

上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
)
日
本
で
も
こ

の

間
、

２

０

０

０

万

人

以

上

の

感

染

者
と
４
万
人
以
上
の
死
者
を
出
し
ま
し

た
が
、

驚
く
べ
き
こ
と
に
、

こ
の
コ
ロ

ナ
感
染
は
従
来
の
わ
が
国
が
経
験
し
た

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
違
い
、

後
半
に
な
る

ほ
ど
患
者
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

際
、

今
冬
を
過
ぎ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、

過
去
５
年
で
最
大
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
が
あ
り
、

コ
ロ
ナ
の
流

行

と

も

重

な

っ
て
、

患

者

や

死

者

数

が
急
増
し
ま
し
た
。

こ
の
秋
に
は

(
次

に
流
行
が
予
測
さ
れ
て
い
る
オ
ミ
ク
ロ

ン

B
A
.
2
.
7
5

株

用
)
オ

ミ

ク

ロ

ン

対
応
用
ワ
ク
チ
ン
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ

ク

チ

ン
も

準

備

さ

れ

つ
つ
あ

り

ま

す
。

　

今
ま
で
、

日
本
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

遅
す
ぎ
る
と
批
判
さ
れ
て
き
ま
し
た
が

(
ワ
ク
チ
ン
接

種

は
も
う
う
ん
ざ

り
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
)
是
非
と
も

今
回
は
し
っ
か
り
早
め
に
打
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

総 合 内 科 部 長 　 兼

感 染 管 理 室 室 長

藤 田 芳 正

備えあれば、
憂いなし。

流
行
状
況

後
遺
症

イ
ン
フ
ル
と
の

ツ
イ
ン
デ
ミ
ッ
ク

　

こ

の

感

染

者

の

８

人

に

１

人

が
、

新型コロナウイルス感染症に対する感染対策
当院における

看護部編

事務部編

　千船病院では、 新型コロナウイルス感染症に罹患し

た患者さまの入院治療を行うための専門病床と、 新

型コロナウイルス感染症を疑う外来患者さまに対し

て診察 ・ 検査を行う発熱外来を運営しています。 地

域の皆さまに安心して千船病院を利用していただけ

るよう、 院内ではさまざまな感染対策に対する取り

組みを行っています。

　病院では新型コロナウイルス感染症に対する感染対

策として、 さぞかし特殊で高度なことをしているので

はないかと思われるかもしれませんが、 一般家庭と

同じく、 正しくマスクを着用することと、 適切なタイ

ミングで手指衛生をすること、 この 2 つが病院でも

基本の感染対策となっています。

　マスクの着用、 適切なタイミングでの手指衛生は、

基本的な感染対策ではありますが、 最も簡便で効果

的な感染対策です。 この基本的な感染対策がいつで

も正しく実施できるよう、 特に手指衛生に関しては、

職員教育にも力を入れています。

　マスクに関しては、 素材は不織布性のものが最も効

果が高く、 また鼻と口をしっかり覆うことが重要で

す。 息苦しさを和らげるためにマスクではなくフェイ

スシールドやマウスシールドを着用している、 マスク

から鼻が出ている等では、 期待されるマスクの効果

が得られません。 マスクは、 会話をする双方が正し

く着用することで効果を発揮し、 新型コロナウイルス

から身を守りますので、 外来患者さま ・ 入院患者さ

まともに、 院内でのマスク着用にご協力をいただき

ますよう、 よろしくお願いいたします。

　with コロナ政策で、 社会 ・ 経済活動の正常化が

進んでいますが、 新型コロナウイルス感染症はまだま

だ終息の兆しが見えません。 今後も大規模な感染拡

大が発生することが懸念されますが、 地域の皆さま

に安心して千船病院を利用していただけるよう、 皆

さまと職員が協力しながら、 安全な病院環境をつくっ

ていきたいと思っています。

　いまだ新型コロナウイルス感染症の終息の兆しは見

えず不安な日々は続いております。 患者さまにおい

ても病院に来られる事をご不安に感じている方も多

いのではないでしょうか。

　当院の感染対策として発熱や風邪症状、 ご家族や

周りにコロナ罹患者がいらっしゃる患者さまにはまず

発熱外来の診察にて陰性確認後に外来への受診をし

て頂くこととなっております。

　受付や外来、 病棟の各所にアルコール消毒液を置

き、 職員が患者さまの対応をさせて頂く際は正しく

マスクを着用し手指消毒を徹底して行っております。

　待合スペースにおいても椅子やドアノブをアルコー

ルにて随時消毒をしております。

　これらは皆さまがご存じの通り基本的な感染症対策

になりますが、 コロナ禍が長期間になる中でこの簡

便で効果的な感染対策を正しく継続することで患者

さまに安心してお過ごしいただけることに繋がると考

えています。

　また、 私たち医事科職員は病院に来られる患者さ

まにとって最初にお会いする職員です。 今までのよ

うな患者さまへのご案内は難しくなっておりますが、

マスクをしていても伝わる笑顔や声の表情を大切にし

ております。

　地域のみなさまが安心して千船病院を利用していた

だけるように医事科職員一同、 日々精進してまいり

ます。

マスクやフェイスシールドの効果
※小さな飛沫 （エアロゾル） への対策効果をノーマスク時と比較
※スーパーコンピューター 『富岳』 によるシミュレーション結果

吐き出し
飛 沫 量

20 ％

30 ％

1 8 ~
34%

5 5 ~
65%

50 ％

6 0 ~
70%

80 ％

効 果
な し

90 ％

効 果
な し

吸い込み
飛 沫 量


